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失敗事例のタイトル  
	 樹脂反応物洗浄缶の応力腐食割れ 

一次原因（材料要素）  
	 応力腐食割れ 

機種  
	 洗浄缶 

部品  
	 本体 

材料	 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
高Moステンレス鋼 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	 160℃で pH9, 0.5%NaCl を含む樹脂反応物を洗浄する高Mo 系ステンレス鋼 (18Cr-16Ni-5No) 製の洗浄缶
が、約 5ヶ月の使用で割れを生じた。 

調査内容とその結果  
	 割れは樹脂付着下で生じたすきま腐食部から発生しており、ミクロ組織観察の結果、応力腐食割れの特徴的

な分枝状の割れであることが確認された（付図）。 
	 高 Mo 系ステンレス鋼の適用に際しては、約 1 ヶ月の浸漬腐食試験を実施した結果に基づき、耐応力腐食割
れ性も良好と判断して決定している。 

損傷発生のシナリオ  
	 高 Mo 鋼製洗浄缶の表面に付着した樹脂の下で、溶液中に含まれる 0.5%NaCl が 160℃の高温の元で濃縮し
てすきま腐食を生じるとともに、5ヶ月の使用で応力腐食割れに発展した。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	 定期的に管内の洗浄を行うことで、その後の応力腐食割れの進展は収まっている。 

教訓  
	 1ヶ月の実験室的浸漬腐食試験を行っているが、付着物の影響が加味されていなかった。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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